
鎌倉時代に中国から伝えられたお茶を育て、日本
人は独特の日本茶と茶文化を発展させてきました。
その礎を築き牽引してきた京都・宇治茶の産地で、
今それらに再び目を向け、親しんでいただきたいと
思います。
茶農家の生業の結晶である茶畑景観をめぐる茶畑
ウォーキングをはじめ、実際に茶木に触れる茶摘み
体験など、お茶に親しみ学ぶ、豊富な体験プログ
ラムをご用意しており、農泊との組み合わせも可能
です。

豊富な茶文化体験プログラム

お茶摘み体験（5.6.10月）　 茶畑ウォーキング

煎茶の美味しい淹れ方体験 お茶飲み比べ体験

京 都 や ま し ろ 体 験 交 流 協 議 会
〒619-1222　京都府相楽郡和束町白栖大狭間35（一般財団法人和束町活性化センター内）

TEL  |  0774-78-3396   FAX  |  0774-66-3496    Email  |  wazuka-t@chagenkyo.com

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

  海外：1団体
  国内：0団体

  海外：3団体
  国内：1団体

  海外：4団体
  国内：0団体

  海外：11団体
  国内：3団体

  海外：21団体
  国内：8団体

  海外：40団体
  国内：10団体

これまでの実績

山城地域をみんなの第二のふるさとに

私達が暮らす京都府南部の山城地域は、京都、奈良の中間にある宇治茶の主産地です。茶畑や茶工
場の間に民家が点在する独特の風景があり、日本遺産「日本茶 800年の歴史散歩」の舞台でもあり
ます。京都府産の宇治茶の約７割を生産するお茶の郷、和束（わづか）町と南山城村、そして歴史と
観光資源に支えられた笠置（かさぎ）町の３町村を中心に、広域で農泊事業を進めています。
やましろ地域の特産は、やっぱり宇治茶。受入家庭は、すべてが茶農家というわけではありませんが、
親戚に茶農家がいたり、身近に茶畑が広がる地域です。
お茶といえばペットボトルを思い浮かべ、家庭に急須のない子供達も多くなってきた昨今、受入家庭
では、急須でお茶を淹れて飲む時間を取ったり、茶畑を散策したり、暮らしの中に息づく茶文化を感
じていただくことにしています。

～日本遺産「日本茶800年の歴史散歩」の舞台で民泊体験～

京都府景観資産　石寺茶畑


